（別添様式１）
予算要求資料
平成２８年度当初予算　　　支出科目　款：商工費　　項：商工費　　目：工業研究費　　　
	事業名　セラミックス研究所危険構築物撤去工事費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　　　セラミックス研究所　　電話番号：0572-22-5381
　　　　　　　　　　　　　　　E-mail：c23103@pref.gifu.lg.jp 

１　事業費　　　　2,245千円（前年度予算額：　0千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	2,245
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	2,245

	決定額
	1,800
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,800


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
セラミックス研究所敷地内にある原料置場及びオイルタンクは老朽化が進み、倒壊等によって一般歩行者にケガを負わせる危険があるため、早急に撤去する必要がある。このため、撤去工事に係る経費を要求する。
（２）事業内容

セラミックス研究所敷地の北東、市道沿にある原料置場及びオイルタンクは、昭和45年に当研究所が現在の場所へ移転した際に新設されたもので、鉄部の腐食等老朽化が進み、原料置場は柱の基部がないものもあって倒壊の恐れがあり、スレート製の屋根は強風により吹き飛ぶ恐れがる。両構築物のすぐ近くには１キロメートルほど北にある多治見中学校の生徒が通学利用している歩道があり、この歩道は当所に隣接する多治見総合運動公園の利用者や近隣住民が多く利用していて、当構築物の倒壊等によって一般歩行者に怪我を負わせる危険があるため撤去する必要がある。現在、当所の近隣に多治見市の星ヶ台保育園（仮称）が建築中で平成２８年４月に開園の予定であるため早急に対応しなければならない。このため、これらの撤去工事に係る経費を要求する。
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	工事請負費
	2,245
	原料置場及びオイルタンクの撤去・運搬・処分

	合計
	2,245
	


	　決定額の考え方　

　要求内容を精査し、所要額を計上します。



事業評価調書
	■  新規要求事業　

	□  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　セラミックス研究所敷地内にある原料置場及びオイルタンクは老朽化が進み、倒壊等によって一般歩行者にケガを負わせる危険があるため、早急に撤去して安全な状態にしたい。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	％


	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	　安全な状態にするものであり、指標になじまない。



（平成27年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）

　


（平成27年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

　




	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	老朽化が進み、倒壊等によって一般歩行者にケガを負わせる危険があるため、早急に撤去する必要がある。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○

	　県民の安全確保を目的とするものであり必要性は高い。



	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○

	　直ちに撤去が必要と思われる危険性の高い構築物のみを厳選し要求している。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
施設全体に老朽化が進んでおり、同様の危険が発生した場合は同様の改善が必要となる。



（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

施設全体の老朽化が進んでいるため、常日頃より、同様の危険性はないか関心を持ち、事故のない建物管理に努める。



